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問い合わせ
クアドームザ・ブーンq(827)2306

５月３日(土)・４日(日)・５日(月)
★午後１時～、午後２時～

プールでのお楽しみゲーム
ビーチボールや浮き輪など、
ステキな賞品をゲットしよう！
参加無料。

★午前11時～午後４時
骨髄バンク・ドナー登録促進キャンペーン
骨髄移植に関するＰＲコーナー。２
階ラウンジで映画上映もします。

★午前11時30分～午後６時30分
レストランのゴールデンウィークフェア
レストラン太平では、ゴールデンウ
ィークのスペシャルメニューを用意。

５月３日(土)・４日(日)
★午前11時～午後４時
ピエロのマッキーの
パフォーマンス＆ゲーム
テレビでもおなじみのピエロのマッ
キーがプールや館内のあちこちに出
現。楽しい大道芸を見せてくれるよ。

ゴールデンウィークは

に行かなくちゃ！！
午前10時～午後７時

大人　500円
中高生　400円
小学生以下　300円

営業時間

入館料

ホームページ　http://www.theboon.net

１棟�

１団体�
１時間�

●
利
用
料
金
表

※食堂での食事代やシーツクリーニング代などは別途必要です。

宿泊室
１室１泊
の金額 使用室数

個人
宿泊料金 人数 人数

↓ ↓ ↓ ↓ ↓

市内にお住まいか、通勤、通学されているかたを対象に、
「太平山自然学習センター」の愛称を募集します。
作品は、市教育委員会、市民の代表者などで審査し、結果

は広報あきたなどで発表します。入選(１人)、佳作(２人)に賞
品をさしあげます。なお、応募愛称の著作権は市に帰属しま
す。応募作品は返却しません。

はがき、または電子メールに、住所、氏名、
年齢、職業、電話番号、愛称(１通につき
１つ)、愛称の理由を書いて、５月23日
(金)(必着)まで下記へ送ってください。

はがき…〒010-0951秋田市山王二丁目
１-53 秋田市教育委員会生涯学習室
「太平山自然学習センター」愛称募集係

q(866)2245
電子メール…ro-edlf@city.akita.akita.jp

応
募
方
法

応
募
先

愛称を考えてね！

至仁別国民の森・森林博物館�

�

仁別渓谷�

●クアドーム�
　ザ・ブーン�

●森林学習館�

●太平山スキー場�
　オーパス�

オートキャンプ場●�

キャンプ場●�
ピクニックの森●�

テニスの森●�

総合案内所●�
トレーラー�
　ハウス�
　●�

オートキャンプ場●�

旭川�

●藤倉水源池跡�

●植物園園�●植物園�

　　　　　●�
旭川ダム公園�

至太平木曽石方面�至添川方面�

太
平
山
自
然
学
習
セ
ン
タ
ー�

太平山リゾート公園に建設中の「太平山自然学習センター」が、

いよいよこの夏、８月22日にオープンします。

緑の中で自然観察、登山、キャンプ、スキー教室など、宿泊し

てさまざまな野外活動や創作活動ができる研修施設です。

小中学校の利用が最優先となりますが、自然体験が目的であれ

ば、いろいろな団体やグループ、ご家族での利用も可能です。ま

た、月に１回程度、学習センター主催の自然体験講座なども開催

する予定です。この夏のオープンをどうぞお楽しみに！

11～12人が泊まれる部
屋が17室あります。バ
リアフリー対応の特別室
も２室あります。２階の
宿泊室は、ロフト付き。

シャワーが13か所付いて
いて、同時に30人が入浴
できます。

オリエンテーション、発表
会、キャンドルサービスな
ど、みんながそろっての行
事などに使います。パソコ
ンも使えます。

キャンプファイヤーなどに使い
ます。２階は星の観測に最適。
木工工作などをするワークショ
ップ(工作室)もあります。本館
とは、ガラス張りの渡り廊下で
つながっています。

生涯学習室q(866)2245

問い合わせ

宿泊室

浴
室

本館

研修スペース

大
屋
根
研
修
棟

キャンプ場

炊事棟は２棟

かまどや水道を設置

【6,700円×２室】＋【大人1,500円×５人】＋【小学生750円×10人】＝28,400円

個人
宿泊料金
↓

例)市内在住の大人５人、小学生10人で、宿泊室２室に１泊する場合(食事代などは別)

申し込み先●大森山少年の家q(828)2131

緑の中の完成予想図。ここで楽しい
自然体験が待ってます！

みんなに愛される

５月５日(月)は
中学生以下
入館料
無料だよ！

びっくり！

８月分宿泊は５月１日(木)から
９月分宿泊は６月２日(月)から

受け付け開始！

宿泊は３か月前から
日帰りは２週間前から

利用
申し込み
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●小中学校の利用が最優先になります。
●自然体験などの研修活動が目的であれば、利用できます。
●一般利用できる日 ８月26日(火)以降で、小中学校が使用し
ていない日。休館日は毎月第２・第４月曜日と年末年始です。
休館日の前日からの宿泊はできません。

●宿泊の予約 利用する月の３か月前から受け付けます。
●日帰りの予約 利用の２週間前から受け付けます。ただし、
宿泊のかたが使用を予定している施設は予約できません。

●利用料金 下の利用料金表のとおりです。

例)市内在住の大人５人、小学生10人で、宿泊室２室に１泊する場合(食事代などは別)

利用料金＝【部屋・テント使用料×使用数】＋【個人宿泊料金×人数】

利用料金の計算の仕方

（６人用）



市選挙管理委員会事務局q(８６６)２２６０

投票所は、有権者のみなさんに郵送した
投票所入場券でご確認ください。投票所入
場券をなくしても、投票所で再発行します
ので投票できます。

http://www.city.akita.akita.jp/city/coel/default.htm

昭和58年４月28日以前に生まれ、
平成15年１月19日までに秋田市に住
民登録をして、引き続き投票日まで
市内に住んでいるかた

無
駄
に
し
な
い
で

貴
重
な
一
票
！

100
％
へ
の
挑
戦

投票日４月27日(日)
午前７時～午後８時

市議会議員選挙

※平成15年４月12日以降に、市内で転居の
届出をしたかたは、転居前の住所地の投
票所で投票することになります。
※秋田市から転出したかたは投票できませ
ん。
※開票は、投票日当日、４月27日(日)の午後
９時15分から市立体育館で行います。

投票所

投票できるかた

！！

問い合わせ

とき／５月31日(土)午前９時～午後３時30分

史跡地蔵田遺跡の周りを囲む木柵復元を体験しません
か。木柵に使う雑木の伐採と木柵の埋め込みを行います。
定員先着30人。昼食、長靴、雨具をお持ちください。
当日は、石斧

おの

を使った伐採などの実験考古学を行っ
ている東京都立大学の山田昌久先生を講師に迎え、「石
斧伐採講座」も開催します。

親子の参
加
大歓迎！

●日程(バスで移動) 市役所分館前発(午前８時50分まで
集合) 大滝山自然公園(石斧伐採講座・雑木の伐採・昼
食) 史跡地蔵田遺跡(木柵の復元体験) 市役所分館着

申し込み

５月12日(月)午前８時30分から文化振興室q(866)2246

地
蔵
田
遺
跡
は
、
御
所
野
総
合
公
園
の

一
角
に
あ
り
ま
す
。
昭
和
六
十
年
に
市
が

発
掘
調
査
し
た
結
果
、
旧
石
器
・
縄
文
・

弥
生
時
代
と
三
つ
の
時
代
に
わ
た
る
遺
跡

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

日
本
で
初
め
て
発
見
さ
れ
た
、
木
柵

で
囲
ま
れ
た
弥
生
時
代
前
期(

二
千
二

百
年
前)

の
集
落
跡
と
し
て
、
平
成
八

年
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

発
見
さ
れ
た
遺
構
は
、
竪
穴
住
居
跡

四
軒
、
木
柵
跡
三
条(
※)
、
土
器

ど

き

棺か
ん

墓ぼ

二
十
五
基
、
土ど

壙こ
う

墓ぼ

五
十
一
基
。
出
土

し
た
土
器
の
中
に
は
、
北
九
州
地
方
の

影
響
を
受
け
た
遠お

ん

賀が

川が
わ

系
土
器
も
含
ま

れ
て
お
り
、
東
北
日
本
海
沿
岸
部
に
早

く
か
ら
弥
生
文
化
が
伝
わ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
地
蔵
田
遺
跡
を
、
平

成
十
三
年
度
か
ら
市
民
の
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
史
跡
公
園
と
し
て
整
備
し
て
い

ま
す
。
市
民
参
加
型
の
復
元
は
、
全
国

的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
初
め
て
の
試

み
で
す
。

二
千
二
百
年
前
の
〃
秋
田
市
民
〃
が

暮
ら
し
て
い
た
集
落
跡
を
、
で
き
る
だ

け
当
時
に
近
い
材
料
を
使
い
、
同
じ
位

置
に
復
元
す
る
史
跡
公
園
整
備
。
す
で

に
昨
年
、
竪
穴
住
居
一
軒
、
木
柵
二
十

九
　
が
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
あ

と
平
成
十
八
年
度
ま
で
、
竪
穴
住
居
は

全
部
で
三
軒
、
木
柵
は
一
条(

周
囲
百

七
十
　)

、
土
器
棺
墓
・
土
壙
墓
な
ど

は
原
寸
で
、順
次
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

●
参
加
待
っ
て
ま
す
！

今
年
度
は
、
竪
穴
住
居
一
軒
と
木
柵

を
復
元
す
る
と
と
も
に
、
す
で
に
完
成

し
て
い
る
竪
穴
住
居
の
見
学
会
や
土
器

作
り
教
室
な
ど
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

大
昔
の
秋
田
の
人
々
が
ど
ん
な
暮
ら

し
を
し
て
い
た
の
か
、
体
験
で
き
る
楽

し
い
機
会
で
す
。
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
弥

生
っ
こ
村
づ
く
り
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

史跡復元は
貴重な体験

史
跡
地
蔵
田
遺
跡

保
存
活
用
運
営
委
員
長

遺
跡
の
保
存
や
復
元
体
験
な
ど

に
寄
せ
る
市
民
の
み
な
さ
ん
の
期

待
に
添
い
な
が
ら
完
成
を
め
ざ
し

ま
す
。
竪
穴
住
居
に
使
う
茅か

や

を
刈

っ
た
り
、
木
の
伐
採
な
ど
の
作
業

ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
貴
重
な
体
験
で

あ
り
、
学
習
で
す
。
当
時
の
人
に

な
り
き
っ
て
、
復
元
体
験
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●竪穴住居の復元
竪穴住居は全部で３軒復元します。直径８ｍ、高
さ約６ｍもある昔の家なので、専門技術を要する
ため、１軒目は建築業者が復元しました。今年度
復元する２軒目は、９月以降、市民のみなさんに
一部参加していただきます。３軒目は、その作業
工程を学び大部分の復元に参加していただきます。

●木柵の復元
全長170ｍある木柵を１年で約34ｍを目安に整備し
ます。木柵に使用する雑木は、市有林で伐採した
ミズナラ、コナラなど。今年の１回目は上記の５
月31日(土)。７、８、９月にも行う予定です。

●土
ど

壙
こう

墓
ぼ

(地面に穴を掘り、死者を埋葬したお墓)は

平成16年、土
ど

器
き

棺
かん

墓
ぼ

(死者を土器に入れて埋葬し
たお墓)は平成17、18年度に復元します。

このあとの復元スケジュール
今後の市民参加の復元作業については随時、広報あ

きた、ホームページでお知らせします。
●問い合わせ　文化振興室q(866)2246
http://www.city.akita.akita.jp/city/ed/cl/default.htm

地蔵田遺跡完成模型図

昨年行われた竪穴住居完成見学会で。
住居の中、いろりを囲んでの説明会

御
所
野
に
あ
る
国
の
指
定
史
跡
・
地
蔵
田
遺
跡
を
ご
存
じ

で
す
か
。
愛
称
は
御
所
野
「
弥
生
っ
こ
村
」。
日
本
で
初
め

て
発
見
さ
れ
た
木
柵
で
囲
ま
れ
た
弥
生
時
代
の
集
落
跡
で
、

い
ま
市
民
の
み
な
さ
ん
の
手
で
復
元
中
で
す
。

整備された木柵跡。集落を防御する
意味合いの強い柵と考えられます

全
国
に
注
目
さ
れ
る

市
民
参
加
型
の
復
元

弥
生
時
代
の
秋
田
を
知
る

二
千
二
百
年
前
の
集
落
跡

竪穴住居完成見学会では、
土間たたきも体験

昨年の伐採作業

伊
藤
武
美
さ
ん

５月12日(月)から申し込み受付　先着30人

木柵

木柵

竪穴住居

※
条
…
発
見
さ
れ
た
木
柵
の
列
を
数
え
る
単
位

これまで泉小学校で投
票していたみなさんの投
票所が、次のとおり変わ
りました。お間違いのな
いようにご確認を！

泉地区の投票所が
変わりました
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秋
田
市
で
乗
合
交
通
と
し
て
の
自
動
車
営

業
が
始
ま
っ
た
の
は
明
治
四
十
五
年
の
こ

と
。
以
来
、
バ
ス
は
市
民
の
移
動
手
段
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
昭
和
四
十
年
代
以
降
、
自
家
用
車

が
急
速
に
普
及
し
、
現
在
で
は
自
家
用
車
が

交
通
手
段
の
中
心
と
な
り
ま
し
た
。
バ
ス
利

用
者
は
減
少
を
続
け
、
こ
こ
十
年
間
で
半
減

し
て
い
ま
す
。
平
成
十
三
年
の
輸
送
人
員
は

延
べ
千
二
百
七
十
万
人
で
、
こ
の
と
こ
ろ
毎

年
七
　
程
度
の
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
利
用
者
の
減
少
が
続
け
ば
、
バ

ス
路
線
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
難

し
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
買
い
物
や
通
院
な
ど
に
バ
ス
を

利
用
し
て
い
る
お
年
寄
り
や
、
通
勤
、
通
学

に
バ
ス
を
利
用
し
て
い
る
か
た
な
ど
に
と
っ

て
、
バ
ス
は
日
常
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
交
通
手
段
で
す
。
市
民
の
大
切
な
足
と
し

て
の
バ
ス
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
、
と
て

も
重
要
な
こ
と
と
い
え
ま
す
。

「
決
ま
っ
た
時
刻
に
来
な
い
」「
路
線
が
わ

か
り
に
く
い
」「
バ
ス
停
ま
で
歩
く
の
が
面

倒
」「
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
る
」
…
な
ど
、

自
家
用
車
の
普
及
以
外
に
も
バ
ス
離
れ
の
理

由
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
う
で
す
。
利
用
し
づ

ら
い
部
分
は
、
も
っ
と
利
用
し
や
す
い
よ
う

に
改
良
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
で
は
こ
の
ほ
ど
、
バ
ス
事
業
者
、
市
民
、

行
政
が
一
緒
に
取
り
組
む
べ
き
指
針
を
示
し

た
「
秋
田
市
の
公
共
交
通(

バ
ス)

に
関
す
る

基
本
方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
、
利

用
し
や
す
い
バ
ス
路
線
へ
の
再
編
や
プ
リ
ペ

イ
ド
カ
ー
ド
に
よ
る
料
金
支
払
い
、
バ
ス
路

線
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
難
し
い
地
域
へ

の
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
導
入
な
ど
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

高
齢
者
の
た
め
の
交
通
手
段
と
し
て
、
ま

た
排
気
ガ
ス
に
よ
る
環
境
汚
染
や
交
通
渋
滞

を
緩
和
す
る
交
通
機
関
と
し
て
、
バ
ス
の
重

要
性
が
い
ま
再
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
家
用
車
の
便
利
さ
に
す
っ
か
り
慣
れ
て

し
ま
っ
た
生
活
で
す
が
、
大
勢
の
人
を
運
ん

で
く
れ
る
〃
市
民
の
足
〃
で
あ
る
バ
ス
の
良

さ
も
、も
う
い
ち
ど
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

今日もバスに乗ろうよ！
市
民
の
公
共
交
通
と
し
て
、
私
た
ち
の
ま
ち

を
走
る
バ
ス
。
利
用
者
の
減
少
が
続
く
一
方
、

毎
日
の
生
活
に
バ
ス
を
必
要
と
し
て
い
る
か
た

も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

ど
う
し
た
ら
公
共
交
通
と
し
て
の
バ
ス
を
う

ま
く
利
用
し
て
い
け
る
か
、
改
め
て
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

バスに乗りやすい環境を整え、魅力
的にするため、目的地ごとに番号を付
け、行き先をわかりやすくしたり、路
線ごとにバスやバス停などのデザイン
を統一して、子どもや高齢者、障害の
あるかたなど、だれでもわかりやすく
乗れるようにする工夫が必要です。普
段バスを敬遠しているみなさんも、久
しぶりにバスに乗ってみてください。
利用しないと気づかないことも多いは
ず。まずは、自分たちの足として、バ
スを認識しましょう。

バスを魅力あるものに

武藤正彦

秋田駅前、朝のラッシュ時のバス停

●バスのおもな利用者である高齢者の増加、地球
規模での環境問題に対応する交通機関としてバ
スの重要性が再認識されています

●中心部の交通渋滞緩和のため公共交通(バス)への
転換が求められています

バス交通のメリット

車体に、釣りキチ三平
を大胆にデザインした
「三平バス」やお店の広
告が描かれているバス。
宣伝効果バッチリ！

ラッピングバス

車いすや足に障害があ
るかた、お年寄りなど
が楽に乗れるように、
バスの床を低くしてあ
ります。

低床バス

■バスと自家用車の社会的評価

NPO法人 秋田バリアフ
リーネットワーク理事

さん

モニターとして、利用者の声をじ
かに聞くようにしています。近くに
大学病院がありますが、病院までの
バス経路が３つあって、利用者にと
っては、どのバスで帰ればいいのか
路線がわかりづらいようです。利用
する人の年齢層と地域にある施設、
特徴などを考え、路線とダイヤの組
み合わせや停留所の位置を変えるな
ど柔軟に対応すれば、より利用しや
すいバスになると思います。

柔軟な対応に期待します

伊藤節三 さん

秋
田
市
の

公
共
交
通(

バ
ス)

に
関
す
る

基
本
方
針

市
で
は
バ
ス
交
通
を
取
り
巻
く
環
境

が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
状
況
を
ふ
ま

え
、
バ
ス
事
業
者
、
市
民
、
行
政
が
一

緒
に
取
り
組
む
べ
き
指
針
を
示
し
た

「
秋
田
市
の
公
共
交
通(

バ
ス)
に
関
す
る

基
本
方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

基
本
方
針
３
つ
の
考
え
方

市
民
生
活
を
支
え
る

交
通
機
関
と
し
て
の

シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム(

注)

の
確
保

市
民
生
活
を
支
え
る
交
通
機
関
と
し

て
、
地
域
ご
と
の
特
性
を
ふ
ま
え
、
バ

ス
が
提
供
で
き
る
最
低
限
の
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

よ
り
快
適
で
使
い
や
す
い

公
共
交
通
の
実
現

市
民
の
み
な
さ
ん
が
よ
り
快
適
で
使

い
や
す
い
バ
ス
交
通
を
め
ざ
し
、
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
バ
ス
路
線
だ
け

で
な
く
鉄
道
や
自
動
車
な
ど
と
の
連
携

を
は
か
り
、
総
合
的
な
公
共
交
通
シ
ス

テ
ム
を
考
え
、
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

公
共
交
通
の
整
備
を
効
果
的
に

進
め
る
た
め
の
連
携
強
化

民
間
事
業
者
と
行
政
は
バ
ス
路
線
の

効
果
的
な
整
備
を
行
い
、
市
民
の
み
な

さ
ん
は
公
共
交
通
の
重
要
性
を
認
識
し
、

積
極
的
な
利
用
を
心
が
け
て
い
く
こ
と

を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

バ
ス
に
関
す
る

ご
意
見

お
問
い
合
わ
せ

大
切
な
交
通
手
段
だ
か
ら

そ
の
良
さ
を
見
直
そ
う

バ
ス
を
必
要
と
し
て
い
る

か
た
が
た
く
さ
ん
い
ま
す

都
市
総
務
課
交
通
政
策
室

q(

８
６
６)

２
０
８
５

(

注)

自
治
体
が
住
民
生
活
の
た
め
に
保
障
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
最
低
限
度
の
生
活
環
境
基
準

現在、市内のバスは秋田中央交通(株)と秋田市交通局
の２社が中心となって運行されています。平成12年度か
ら、市交通局の路線を秋田中央交通へ移管する作業が進
められ、すでに８割が移管されました。移管が完了すれ
ば、市内バス路線は完全に民営化され、民間事業のノウ
ハウを活かした効率的な運行などが期待されます。

市交通局の路線を中央交通(株)に移管中！

お年寄りにも環境にも優しい

(広面字糠塚)

0607 広報あきた　４月25日号

パ
ー

セ
ン
ト

これからのバスに期待

中央交通(株)の
社外モニター

「秋田市の公共交通(バス)に関す
る基本方針」検討委員を務めた

斜面を使うと、さらに乗りやすくなります

３ ２ １



▼
ご
み
収
集
、
市
営
住
宅
の
管
理
、
体

育
施
設
の
管
理
業
務
な
ど
の
民
間
委

託
を
進
め
ま
す

▼
水
道
事
業
と
下
水
道
事
業
の
組
織
統

合
の
検
討

▼
公
社
改
革
の
推
進
…
…
…
…
…
…
…

再
編
・
統
廃
合
を
視
野
に
入
れ
、
都

市
建
設
公
社
、
駐
車
場
公
社
、
緑
地

管
理
公
社
、
環
境
保
全
公
社
の
経
営

な
ど
を
見
直
し
ま
す

▼
受
益
と
負
担
の
明
確
化
…
…
…
…
…

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
市
民
負
担

の
公
平
を
は
か
る
た
め
、
市
民
農
園
、

公
園
施
設
、
体
育
施
設
な
ど
の
使
用

料
、
手
数
料
な
ど
を
見
直
し
ま
す

▼
自
主
防
災
組
織
の
結
成
促
進
と
育
成

強
化

▼
積
極
的
な
情
報
公
開
の
推
進

▼
市
民
公
聴
条
例(

仮
称)

の
制
定
…
…

開
か
れ
た
市
政
運
営
を
め
ざ
し
、
市

政
へ
の
幅
広
い
市
民
参
加
を
制
度
化

す
る
条
例
づ
く
り
を
し
ま
す

秋田市男女共生政策室

〒010-8560 秋田市山王一丁目１-１
q(866)2141 ファクス(866)2405

市では、一人ひとりが尊重され、その人ら
しく生きられる「男女共生＝市民共生」社会
実現のため、市民のみなさんと協働で啓発事
業を実施しています。
今年は下記の２つの事業の実行委員を募集

します。みなさんのアイデアを盛り込んだ魅
力ある事業になるよう、一緒に取り組みまし
ょう。

Eメール ro-plmw@city.akita.akita.jp

第
３
次
秋
田
市
行
政
改
革
大
綱

こ
の
た
び
、
平
成
十
五
年
度
〜
十
七
年
度
を
計
画
期

間
と
す
る
「
第
三
次
秋
田
市
行
政
改
革
大
綱
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
今
回
の
大
綱
で
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
視
点
か
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
点
で
改
革
の
成

果
を
実
感
で
き
る
改
革
を
め
ざ
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
秋
田
市
で
は
平
成
七
年
度

か
ら
二
度
、
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、

ガ
ス
事
業
の
民
間
移
管
、
交
通
事
業
改

革
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
近
の
行
政
に
は
、
こ
れ

ま
で
の
人
員
削
減
や
経
費
削
減
と
い
っ

た
行
政
改
革
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
立

場
に
立
っ
た
新
し
い
手
法
の
仕
事
の
進

め
方
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
方
分
権
に
基
づ
く
行
政
手
法
も
そ

の
ひ
と
つ
で
、
地
方
分
権
が
進
ん
で
い

く
と
、
そ
の
地
域
に
あ
っ
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
地
域
自
ら
の
手
で
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
一
方
、
そ
の
権
限

に
見
合
っ
た
責
任
が
発
生
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

そ
こ
で
本
市
も
、
こ
の
地
方
分
権
の

流
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
第
三
次
秋
田

市
行
政
改
革
大
綱
に
よ
り
、
さ
ら
に
市

民
志
向
、
成
果
志
向
の
行
政
経
営
へ
と

体
質
改
善
を
は
か
り
ま
す
。

第
三
次
行
革
大
綱
で
は
、「
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
側
の
視
点
」
と
「
行

政
活
動
に
よ
る
成
果
の
検
証
」
を
重
視

し
、
市
の
各
担
当
部
門
に
お
い
て
迅
速

か
つ
柔
軟
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
仕

事
の
進
め
方
を
見
直
し
ま
す
。

第３次秋田市行政改革大綱は、秋田市ホームペー
ジで公開しています。また、市民相談室、新屋支
所、土崎支所でも全体の内容がご覧いただけます。

●問い合わせ　行政システム改革室q(866)2037
http://www.city.akita.akita.jp/

▼
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
…
…
…

市
が
行
う
行
政
活
動
の
成
果
を
調

べ
、
業
務
の
改
善
に
つ
な
げ
ま
す

▼
新
た
な
研
修
制
度
の
構
築
…
…
…
…

市
職
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
役

割
に
応
じ
た
経
営
感
覚
を
身
に
付
け

る
た
め
の
研
修
を
行
い
ま
す

▼
新
た
な
予
算
編
成
シ
ス
テ
ム
の
構
築
…

市
の
予
算
を
立
て
る
際
、
限
ら
れ
た

財
源
を
よ
り
効
率
的
に
活
用
で
き
る

仕
組
み
を
考
え
ま
す

▼
総
合
窓
口
の
検
討
…
…
…
…
…
…
…

各
種
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き
が
一

か
所
で
で
き
る
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ

ー
ビ
ス
の
可
能
性
を
検
討
し
ま
す

▼
各
種
証
明
書
の
自
動
交
付
シ
ス
テ
ム

の
導
入
を
検
討

▼
諸
証
明
書
な
ど
の
発
行
の
コ
ン
ビ
ニ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
の
検
討
…
…

諸
証
明
書
の
発
行
場
所
を
増
や
し
た

り
、
発
行
時
間
の
延
長
、
コ
ン
ビ
ニ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
な
ど
を

進
め
ま
す

▼
公
共
工
事
の
コ
ス
ト
縮
減
…
…
…
…

計
画
・
設
計
内
容
の
効
率
化
を
は
か

り
、
ま
た
、
適
切
な
施
工
品
質
を
確

保
し
な
が
ら
、
公
共
工
事
に
お
け
る

全
体
的
な
コ
ス
ト
縮
減
に
努
め
ま
す

▼
生
活
排
水
処
理
施
設
整
備
手
法
の
再

検
討
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

早
期
整
備
が
求
め
ら
れ
る
生
活
排
水

処
理
施
設
の
整
備
に
あ
た
り
、
公
共

下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
、
合
併
処

理
浄
化
槽
の
中
か
ら
、
各
地
域
に
と

っ
て
経
済
的
で
効
果
的
な
施
設
を
選

ん
で
整
備
し
ま
す

▼
女
性
学
習
セ
ン
タ
ー
、
青
少
年
セ
ン

タ
ー
の
中
央
公
民
館
と
の
複
合
化
…

気
軽
に
立
ち
寄
れ
て
、
利
用
し
や
す

い
施
設
と
し
て
、
今
年
11
月
に
大
町

の
秋
田
ニ
ュ
ー
シ
テ
ィ
ー
５
階
に
移

転
し
ま
す

第３次秋田市行政改革大綱の視点
・新たな市民サービスの展開へつなげる改革の実現

・適正な事務執行体制の確立と、危機管理能力の向上

・行政経営に主眼をおいた行政システムの抜本的見直し

・行政活動におけるコスト意識の徹底

・行政と民間の役割分担のあり方を見直します

・さらなる情報公開と住民参加による改革の推進

市
民
志
向
・
成
果
志
向
の

行
政
経
営
シ
ス
テ
ム
の

確
立
　

第１章

最
少
の
費
用
で

最
大
の
効
果
を

第２章

行
政
の
役
割
・

責
任
範
囲
の
明
確
化

第３章

市
民
力
の
発
揮
に
よ
る

市
民
協
働
の
推
進

第４章

市
民
志
向
、
成
果
志
向
へ

行
政
経
営
を
体
質
改
善

「しあわせ実感男女フォーラム」
実行委員

今年で13回目となるフォーラムに企画、準備段
階から参加し、魅力あるイベントにしましょう。

男女共生啓発資料
(研修会、学習会などで使用するテキスト)

編集委員
研修会や学習会を、より効果的にするためのプ
ログラムや学習方法を盛り込んだテキストを作
成します。一緒に学びながら、わかりやすいテ
キストを作りましょう。

秋田市在住で20歳以上のかた。
秋田市の他の審議会などの委員、国・地方公共
団体の議員または常勤職員は除きます

とも各５人程度。応募者多数の場合、応募
理由の内容により選考させていただきます

とも任期は平成16年３月31日まで。年２回
の会議(１回につき報酬7,000円)と、準備や運営
のための作業が５～７回程度

応募方法

５月20日(火)まで、住所、氏名、生年月日、電話
番号、職業、希望する事業( か　)、応募理由
(50～100字程度)を書いて、郵送、ファクス、E
メールで市男女共生政策室へ申し込みを

任期と開催回数

定　　員

応募資格

もっと知ってほしいんです。

(

28
項
目
か
ら
抜
粋)

(

19
項
目
か
ら
抜
粋)

(

23
項
目
か
ら
抜
粋)

(

10
項
目
か
ら
抜
粋)

男女共生って？

一緒に活動しませんか！
男女共生推進会議

［実行推進部門］の委員を公募

１

２

１２

１２

１ ２

全
80
項
目

0809 広報あきた　４月25日号



ま
で
、一
定
期
間
を
経
過
し
た
古
い
メ
ー
タ
ー

の
取
り
替
え
作
業
を
行
い
ま
す
。
対
象
と
な

っ
て
い
る
ご
家
庭
に
、
指
定
工
事
業
者
が
う
か

が
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

水
道
局
営
業
課

q(

８
６
４)

７
５
６
５

例
年
、
春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
、
た
き
火
、

た
ば
こ
、
火
遊
び
な
ど
を
原
因
と
す
る
林
野

火
災
や
空
き
地
、
河
川
敷
な
ど
の
枯
れ
草
が

燃
え
る
火
災
が
多
発
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
暖

か
く
な
る
に
つ
れ
、
山
に
入
る
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
が
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
廃
棄
物
処
理
法
に
よ
り
、
廃
棄
物

の
野
外
焼
却
は
原
則
禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
予
防
課
q(
８
２
３)

４
２
４
７

廃
棄
物
対
策
課
q(
８
６
６)

２
９
４
３

４
月
28
日
(月)
に
、
市
史
編
さ
ん
室
が
茨
島

の
秋
田
市
教
育
研
究
所
内
か
ら
、
市
役
所
裏

の
市
役
所
分
館
２
階(

秋
田
市
山
王
一
丁
目

２-

34)

に
移
転
し
ま
す
。
な
お
、
電
話
番
号

(

８
６
６)

２
２
４
９
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

募集していた市立手形第２保育所の民間移管先は、社会福祉法人太東会(さくら保育園)に決まりました。
今年度は準備期間として引き継ぎ保育を行い、平成16年４月１日から新しい保育園としてスタートします。

児童家庭課q(866)2094

人口15.４.１現在

●人口／316,877人(―1,721)
●男／150,865人(―1,086)
●女／166,012人(― 635)
３月分・出生 216人

・死亡 226人
・転入 2,527人
・転出 4,238人

（）内は前月比

●世帯／125,228世帯(―586)

松枯れの病気を起こす犯人はマツノザイセンチ
ュウという体長１mmにも満たない小さな線虫で
す。この線虫を健全な松に媒介し、被害をまん延
させるのがマツノマダラカミキリという昆虫です。
市では、このマツノマダラカミキリが、枯れ松
から羽化して脱出する６月中旬～７月上旬に防除
薬剤の散布を行う町内会に、薬剤を１回分交付し
ます。対象となる木は、アカマツとクロマツです。

６月中旬から７月上旬までに、薬剤散布を実
施できる町内会。動力噴霧器などの機械は町
内会でご用意ください

申し込み

樹高が10ｍ以上で本数が30本以上、またはこ
れと同等以上のまとまりがあり、薬剤散布の
実施に住民の合意が得られている場所

４月28日(月)から５月28日(水)までに
林務課q(866)2117へ申請してください

対
象
箇
所

対
　
象

寺内地区、桜地区で
住居表示の現地調査を
行います
平成15年10月１日に住居表示の実施を予定して

いる寺内地区、桜地区で、５月から９月末まで現
地調査を行います。対象となるかたには、４月中
にお知らせのチラシをお配りします。調査員がう
かがった際は、ご協力をお願いします。

寺内字焼山
寺内字大畑
寺内字高野
寺内字鵜ノ木
寺内字児桜
寺内字堂ノ沢の全部
および
寺内字後城
寺内字大小路
寺内字神屋敷
寺内字蛭根
外旭川字野村の各一部

問い合わせ

下北手桜字真実ヶ沢
下北手桜字小堤沢の各一部

●対象地区

（寺内字後城）�

（寺内字焼山）�

（寺内字大小路）�

（寺内字神屋敷）�

（寺内字蛭根）�

（寺内字�
　　堂ノ沢）�

（寺内字児桜）�

（寺内字鵜ノ木）�

（寺内字大畑）�
（寺内字高野）�

（外旭川�
　　字野村）�

高清水小学校�

秋田聖霊�
　　女子短大�

秋田県青年会館�

寺内地区�
コミュニティ�
センター�

寺内小学校�

護国神社�

古四王神社�

草

生

津

川

草

生

津

川

�

草

生

津

川

�

空素沼�

国
道
７
号
�

（桜四丁目）�

（桜台一丁目）�

市立桜小学校�

（下北手桜字小堤沢）�

（下北手桜字真実ヶ沢）�

●対象地区

散布薬剤を
町内会へ交付します

自治振興課住居表示担当
q(866)2036

MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ
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平
成
15
年
度
の
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知

書
は
５
月
１
日
(木)
に
発
送
し
ま
す
が
、
左
記

の
車
両
に
対
し
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。
５

月
26
日
(月)
ま
で
市
民
税
課
税
制
担
当
q(

８
６

６)

２
０
５
４
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、

自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
に
つ
い
て
は
、

秋
田
県
秋
田
地
域
振
興
局
県
税
部
q(

８
６

０)

３
３
３
１
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
減
免
の
対
象
と
な
る
車
両
　
㈰
身
体
障
害

者
の
か
た
が
使
用
す
る
た
め
に
改
造
し
た

車
両
　
㈪
心
身
に
障
害
の
あ
る
か
た
が
所

有
し
て
い
る
車
両(

減
免
対
象
は
１
人
１

台)

㈫
在
宅
介
護(

医
療)

に
関
す
る
事
業

に
直
接
専
用
す
る
車
両

介
護
経
験
が
あ
り
、
福
祉
や
社
会
保
障
全

般
に
理
解
が
あ
る
か
た
を
対
象
に
、
介
護
保

険
に
関
す
る
事
項
を
審
議
す
る
運
営
協
議
会

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
委
員
の
任
期
は
平

成
18
年
３
月
31
日
ま
で
。

応
募
人
数
／
第
１
号
被
保
険
者(

65
歳
以
上)

を
２
人
、
第
２
号
被
保
険
者(

40
〜
64
歳)

を

２
人

応
募
方
法
／
５
月
30
日
(金)
ま
で
「
介
護
を
通

じ
て
感
じ
た
こ
と
」
を
原
稿
用
紙
２
枚
程
度

書
い
て
、
〒
０
１
０
‐‐
８
５
６
０
秋
田
市
山

王
一
丁
目
１
‐‐
１
　
介
護
保
険
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
q(

８
６
６)

２
０
６
９

市
民
の
み
な
さ
ん
が
い
つ
で
も
記
念
植
樹

や
作
業
体
験
な
ど
が
で
き
る
「
市
民
の
森
」

の
造
成
に
あ
た
り
、
幅
広
い
意
見
を
お
聞
き

す
る
た
め
の
推
進
委
員
を
、
３
人
程
度
募
集

し
ま
す
。
20
歳
以
上
の
か
た
が
対
象
で
す
。

●
申
し
込
み

５
月
20
日
(火)
ま
で
、
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
職
業
、
森

林
づ
く
り
に
生
か
せ
る
特
技
や
趣
味
を
書
い

て
、
〒
０
１
０
‐‐
８
５
６
０
秋
田
市
山
王
一
丁

目
１
‐‐
１
　
林
務
課
q(

８
６
６)

２
１
１
７

市
が
発
注
す
る
小
規
模
修
繕(

50
万
円
以
下)

の
受
注
を
希
望
す
る
業
者
の
登
録
を
受
け
付

け
ま
す
。
有
効
期
間
は
、
今
年
６
月
１
日
か

ら
平
成
17
年
５
月
31
日
ま
で
。
申
請
要
領
・

用
紙
は
、
契
約
課
窓
口(

市
役
所
３
階)

の
ほ
か

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.akita.akita.jp/city/fn/cn/

■
対
象

市
内
に
主
た
る
事
業
所
が
あ
る
か

た
。
個
人
、
法
人
ま
た
建
設
業
の
許
可
の

有
無
、
経
営
規
模
、
従
業
員
数
な
ど
は
問

い
ま
せ
ん
が
、
す
で
に
平
成
15
、
16
年
度

の
建
設
工
事
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な

ど
の
業
者
登
録
を
行
っ
て
い
る
か
た
は
申

請
で
き
ま
せ
ん

■
受
付
期
間

５
月
13
日
(火)
か
ら
23
日
(金)
ま

で
の
平
日
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
受
付
場
所
　
契
約
課
工
事
契
約
担
当

q(

８
６
６)

２
１
６
５

秋
田
市
建
設
工
事
等
入
札
資
格(

土
木
工

事)

が
あ
り
、
休
日
や
祝
日
、
夜
間
に
も
下
水

道
施
設
の
緊
急
小
破
修
繕
に
迅
速
に
対
応
で

き
る
か
た
が
対
象
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

と
き
／
５
月
７
日
(水)
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ
／
八
橋
の
下
水
道
部
３
階

●
問
い
合
わ
せ

下
水
道
維
持
課

q(

８
６
４)

１
８
６
６

水
道
局
で
は
、
５
月
上
旬
か
ら
12
月
上
旬

下
水
道
管
小
破
修
繕
に

関
す
る
業
者
説
明
会

５

小
規
模
修
繕
の

受
注
希
望
業
者
の

登
録
を
受
け
付
け
ま
す

４

市
史
編
さ
ん
室
が

市
役
所
分
館
に
移
転

８
水
道
メ
ー
タ
ー
の

取
り
替
え
作
業
に

ご
協
力
を

６

障
害
が
あ
る
か
た
の

軽
自
動
車
税
を

減
免
し
ま
す

１
介
護
保
険
運
営
協
議
会

委
員
を
公
募

２

「
市
民
の
森
」
造
成
事
業

推
進
委
員
を
募
集

３
山
火
事
や
原
野
火
災
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

７

ゴールデンウィーク
の

ごみ収集
４月29日(火)
５月５日(月)

「家庭ごみ」集めます
収集日にあたって

いる地区のかたはお
忘れなく。

環境業務課
q(863)6631

●青少年の悩みや心配事は

わかくさ相談電話へどうぞ
q(862)3225

祝日を除く平日の午前９時～午後４時
※市少年指導センター(中央公民館２階)で面接相談に
も応じています。

ビル、マンションなどに設置されている貯水槽の
設置者は、貯水槽から安全な水が供給されるよう、
下記のとおり適正な管理を心がけましょう。

貯水槽水道の安全な管理を！

貯水槽の清掃は、専門業者に依頼して、年１回定期
的に実施してください。

貯水槽の点検は、ひびわれがないか、ふたに鍵がか
かっているかなど、定期的に確認してください。

専門業者に依頼して、管理状況は適正かどうか、年
１回定期的に検査してもらってください。

蛇口から出る水に異常がないか注意し、異常があれ
ば水質検査を実施してください。

貯水槽の水が人の健康を害するおそれがある場合
は、直ちに給水を停止し、利用者および市保健所衛
生検査課q(883)1181へご連絡ください。



年2.2％

次の要件を満たす中小企業者および組合等
㈰市内に住所を有するもの
（法人は登記簿上の住所が市内であること）

㈪市内で１年以上継続して同一事業を営むもの
㈫市税を完納しているもの

次の要件を満たす小規模企業者
㈰市内に住所を有するもの
（法人は登記簿上の住所が市内であること）

㈪市内で３年以上継続して同一業種の事業を営むもの
㈫市税を完納しているもの
㈬市民税に所得割(法人の場合は法人税割)が課されて
いること

㈭申請時点において、秋田県信用保証協会保証の債務
残高がないこと

次の要件を満たす小規模企業者および組合等
㈰市内に住所を有するもの
（法人は登記簿上の住所が市内であること）

㈪市内で１年以上継続して同一業種の事業を営むもの
㈫市税を完納しているもの
㈬秋田市融資要綱で定める、取引先の倒産、撤退、自
然災害などの被害により、経営の安定に支障を生じ
ているもの

㈰事業を営んでいない個人が、市内で事業を開始し
た日以後５年を経過していない中小企業者

㈪事業を営んでいない個人が、市内で新たに設立し
た中小企業者である会社であって、その設立の日
以後５年を経過していないもの

㈰中小企業者である会社であって、市内で新たに中
小企業者である会社を設立し、当該会社が事業を
開始する具体的計画を有するもの

㈪会社が市内で新たに設立した、中小企業者である
会社であって、その設立の日以後５年を経過して
いないもの

次の要件を満たす、卸売業、小売業、飲食店、
サービス業の中小企業者および組合等

㈰商店街の空き店舗を新・増改築するもの

㈪市税を完納しているもの

組合等
（事業協同組合・事業協同小組合・
協同組合連合会・協業組合・商店街振興組合・
商店街振興組合連合会）

㈰市内で同一業種を３年以上行っているもの
（製造業・製造小売業の中小企業者、協同組合等）
㈪チャレンジオフィスあきた創業支援室使用者
である中小企業者、組合等

※いずれも市税を完納しているもの

市が特定する工業団地等の用地を取得する中小
企業者、協同組合等
※市内に事業所を有する場合、市税を完納しているもの

次の要件を満たす、卸売業、小売業、飲食店、
サービス業の中小企業者および組合等。ただし、
港湾輸送関連設備は、業種を限定しない。

㈰市内で１年以上事業所を有し、現に市内で事
業を営むもの（組合等にあっては、１年未満
のものでも対象とする）

㈪市税を完納しているもの

事業所の新・増改築およ
び事業所内設備の新設、
改善に要する資金

事業所の内装および保証
金等その他入居に要する
資金

港湾輸送関連設備の整備
に要する資金

店舗の内装およびその他
入居に要する資金

店舗の新・増改築および
店内設備の改善に要する
資金

店舗の新・増改築に
要する資金

運転資金・設備資金

貸 店 舗

入居店舗

港湾輸送
関連設備

事 業 所
入　　居

事 業 所
整　　備

自 店 舗

７年以内
（据置６か月以内含む）

・保証人は１人以上

・担保は必要による
1,500万円

一般事業

資金

創業資金

特別小口
資金

新分野
進出資金

設備近代化
資金

商店街
空き店舗等
利用資金

商業施設
整備資金

中小企業
用地取得資金

中小製造業
設備資金

運転資金・設備資金

運転資金・設備資金

運転資金・設備資金

750万円

1,500万円

1,000万円

中小企業者
5,000万円
（総事業費の80％以内）

組合等１億円
（総事業費の80％以内）

2,000万円
（総事業費の80％以内）

3,000万円
（総事業費の80％以内）

5,000万円
（総事業費の80％以内）

５億円
（総事業費の80％以内）

１億円
（総事業費の85％以内）

１億円
（用地取得金額の85％以内）

市が特定する団地等(新都市・西
部・豊岩)の用地取得資金　　　　　

組合等の事業共同化のための共同施
設、または、公衆の利便に寄与する
共同施設設置事業に要する資金

設備資金

年2.2％

年2.2％

年2.2％

年2.2％
（返済60回まで、

年1.0％の利子補給）

年2.2％
（返済60回まで、

年1.5％の利子補給）

年2.2％
（10年以上は年2.5％）

年2.9％
（年2.0％利子補給）

年2.9％
（新規創業者等に対
して当初３年間、年
2.0％の利子補給）

７年以内
（据置６か月以内含む）

７年以内
（据置１年以内含む）

７年以内
（据置１年以内含む）

10年以内
（据置６か月以内含む）

※組合等は10年以内

（据置１年以内含む）

10年以内
（据置６か月以内含む）

15年以内
（据置１年以内含む）

７年以内
（据置１年以内含む）

10年以内
（据置１年以内含む）

・不要

・保証人は１人以上
（代表者または専従者）

・担保は不要

年2.2％ 10年以内
（据置2年以内含む）

・保証人は１人以上

・担保は必要による

・保証人は１人以上
（代表者または専従者）

・担保は不要

・保証人は１人以上

・担保は必要による

・保証人は１人以上

・担保は必要による

・保証人は１人以上
・担保は必要

保証人と担保は、必
要による

保証人と担保は、必
要による

①

②

④

緊急経営
支援資金

運転資金・設備資金 3,000万円③

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

保証人・担保等返済期間利率対象となるかた限度額資金の使途制度の名称

商業観光課(市役所分館１階)
商業政策担当q(866)2112

⑨⑩……

長期・低利の融資あっせん制
度で支援します！

中小企業のみなさんへ

融資
あっせん制度

中小企業のみなさんのための各種
融資・あっせん制度です。
一部で対象者を拡充し、右表のと

おりになりました。ぜひご利用くだ
さい。
なお、融資申し込みの必要書類な

ど、詳しくは各制度の担当課(市役所
分館)へお問い合わせください。

①②③④⑤⑥⑦⑧……

港湾貿易振興課(市役所分館２階)
貿易振興担当q(866)2164

⑥の「港湾輸送関連設備」……

工業労政課(市役所分館１階)
企業振興担当q(866)2114

※㈷と㉂の制度を除き、信用保証協
会の保証が条件になります。信用保
証料については、市が補助します。

運転・設備資金に
ご利用ください

①の制度のみ、秋田商工会議所で
も受け付けます。
秋田商工会議所q(863)4141

ご相談はこちらへどうぞ
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●
娘
は
初
め
て
の
選
挙
を
心
待
ち

に
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
家
族
そ

ろ
っ
て
投
票
に
行
き
ま
す(

沢
田
け

い
子
　
50
歳
・
土
崎)

●
な
ん
で
も
、
秋
田
は
全
国
的
に

見
て
も
運
動
す
る
時
間
が
少
な
い

の
だ
と
か
…
。
新
し
い
こ
と
を
始

め
る
春
で
す
ね(

金
妙
子
　
53
歳
・

将
軍
野)

●
庭
を
見
て
新
芽
が
出
た
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
や
ス
イ
セ
ン
に
向
か
っ

て
、
き
れ
い
に
咲
い
て
ネ
、
と
声

を
か
け
な
が
ら
の
庭
い
じ
り
の
毎

日
で
す(

土
谷
猛
　
67
歳
・
飯
島)

●
よ
う
や
く
春
に
な
り
小
さ
い
畑

を
耕
す
の
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し

た(

安
藤
徳
悦
　
76
歳
・
牛
島)

広報
クイズ

前回のクイズの答えは、問１が「27」日、問２が

約「2.5」キロメートルでした。

全問正解225通(応募総数238通)の中から、相沢ミ

サ子さん(土崎港南三丁目)、鎌田勝男さん(保戸野八

丁)、北島昭さん(土崎港西五丁目)、北村益子さん(将

軍野東三丁目)、澤田石金一郎さん(大町一丁目)、藤

井美紀さん(桜ガ丘二丁目)、保坂孝紀さん(仁井田本

町二丁目)、三浦花子さん(牛島東四丁目)、村上米子

さん(飯島緑丘町)、横山久仁子さん(牛島南二丁目)の

10人のかたに図書券をお送りします。

３月28日号の当選者

◆４月の広報クイズは最終面です。よろしく！！◆

おしゃべりかわらばん

読
者
の
伝
言
板

＝
敬
称
略
＝

直売センターは、午前10時から午後
６時まで営業。水曜日が定休日です。
秋田県漁協活魚・鮮魚直売センター

q(847)2680

活魚・鮮魚直売センターがパワーアップ

食べてけれ！ 新鮮で安全な地元の魚

月　刊

読者のみなさんのページです。
最終面に掲載している広報クイ
ズの答えと一緒に、気ままなひ
とこと、ちょっと言いたいひと
ことを、お待ちしています。

係から
ひとこと

秋田万歳
入門で

や
わ
ら
か
い
春
風
の
吹
く
気
持
ち
の
い
い

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
読
者
の
伝
言
板
に
も

た
く
さ
ん
の
春
の
便
り
が
届
い
て
い
ま
す
。

二
月
に
自
宅
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
し
、
あ

や
ま
っ
て
滑
り
落
ち
、
大
け
が
を
し
た
こ
と

が
遠
く
思
え
て
き
ま
す
。

四
月
か
ら
新
し
く
「
広
報
あ
き
た
」
編
集

の
担
当
に
な
り
ま
し
た
。
締
切
り
に
追
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
読
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
あ

た
た
か
い
お
便
り
が
励
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。異

動
、
引
っ
越
し
、
結
婚
と
、
こ
の
春
は

私
に
と
っ
て
激
動
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、

気
持
ち
を
新
た
に
、
み
な
さ
ま
へ
心
の
こ
も

っ
た
広
報
紙
を
作
れ
る
よ
う
「
日
々
是
好
日
」

の
志
で
過
ご
し
て
い
き
ま
す
。
取
材
で
う
か

が
っ
た
際
は
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
声
を
お
か
け

く
だ
さ
い
。

(

加
藤)

●
平
成
十
九
年
度
に
秋
田
中
央
道

路
が
で
き
、
秋
田
の
町
が
変
わ
る

日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す(

伊
藤

則
子
　
48
歳
・
上
北
手)

●
秋
田
中
央
道
路
で
交
通
渋
滞
緩

和
は
期
待
で
き
ま
す
が
、
広
小
路

の
閑
散
と
し
て
い
る
様
子
は
さ
み

し
い(
高
橋
怜
子
　
62
歳
・
外
旭
川)

●
広
報
の
私
の
お
気
に
入
り
は

「
あ
き
た
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
」。
昭
和

五
十
三
年
の
駅
前
、
な
つ
か
し
さ

と
同
時
に
発
展
ぶ
り
に
驚
き
で
す

(

地
主
京
子
　
75
歳
・
御
野
場)

●
あ
き
た
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
見
て

い
た
ら
、
以
前
勤
め
て
い
た
会
社

の
看
板
を
見
つ
け
、
と
て
も
懐
か

し
か
っ
た
で
す(

須
田
惠
子
　
53

歳
・
横
森)

●
昨
年
二
月
に
主
人
の
仕
事
の
関

係
で
秋
田
へ
越
し
て
き
て
早
一
年

が
経
ち
ま
し
た
。
知
り
合
い
も
な

く
知
ら
な
い
土
地
で
の
生
活
は
不

安
だ
ら
け
で
し
た
が
、
広
報
で
講

座
案
内
を
見
て
積
極
的
に
参
加
も

し
ま
し
た
。
今
で
は
友
だ
ち
も
で

き
、
楽
し
い
秋
田
で
の
生
活
を
送

っ
て
い
ま
す(

関
千
鶴
子
　
29
歳
・

外
旭
川)

●
駐
車
場
も
広
く
な
り
、
年
々
交

通
の
便
が
良
く
な
っ
て
き
た
大
森

山
動
物
園
。
今
年
は
年
間
パ
ス
ポ

ー
ト
を
購
入
し
た
の
で
、
子
ど
も

と
二
人
せ
っ
せ
と
通
い
ま
す
よ
！

(

冨
岡
公
見
子
　
46
歳
・
下
浜)

●
長
寿
の
お
祝
い
の
品
を
い
た
だ

き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
の
年
ま
で
い
ろ
い
ろ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
頑
張
り
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
多
く
の
か
た
が
た

と
知
り
合
い
、
そ
し
て
声
を
か
け

る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。
そ
し
て
、
地
域
、
町
内
の
文

化
や
伝
統
を
育
て
守
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す(

渡
辺
テ
ル

80
歳
・
土
崎)

●
四
月
に
入
り
天
候
に
恵
ま
れ
暖

か
い
日
が
続
き
、
桜
の
咲
く
の
が

待
ち
遠
し
い
な
か
に
、
統
一
地
方

選
挙
第
一
段
の
県
議
会
議
員
の
選

挙
が
告
示
さ
れ
た
。
候
補
者
の
マ

イ
ク
が
、
遠
く
近
く
に
聞
こ
え
て

く
る
。
花
に
浮
か
れ
る
こ
と
な
く
、

貴
重
な
一
票
を
み
な
さ
ん
と
共
に

投
票
す
る
こ
と
を
心
に
決
め
て
い

る
。
こ
の
あ
と
市
議
会
議
員
の
選

挙
も
控
え
て
お
り
、
忘
れ
ず
に
投

票
し
ま
し
ょ
う(

三
浦
忠
雄
　
74
歳

千
秋)

●広報クイズの当選者は、毎回、市政記者室の記者のかたに
厳正に抽選してもらっています(広報課)

活き活き健康麻
雀広場・緑風会
代表の小森浩さ
ん

60歳以上のかたを対象に、
「賭けない、飲まない、吸わな
い」が原則の麻雀広場を開い
ています。麻雀は指先と頭を
使うので、ボケ防止にも役立
ちます。これからも、高齢者
がみんなで楽しめる場所を提
供していきたいです。

このコーナーでは、町内や地域のいろいろな話題
を紹介していきます。耳よりなニュースがありま
したら、広報課までお知らせください。

q(866)2034 ＦＡＸ(866)2287

みんなでポン・カン・ロン

４月５日、セリオンの近くにあ
る「秋田県漁協活魚・鮮魚直売セ
ンター」が、模様替えをしてオー
プンしました。運営が市漁協から
県漁協に変わり、八森、北浦、船
川、金浦など全県の浜から集まっ
た旬の魚がズラリと並びます。
この日は開店前から約100人もの

人が詰めかけ、開店時間を15分繰り
上げてのオープンとなりました。人
気は生タコ、ヒラメ、カレイなど。

その場で気軽に魚をおろしてもら
えるところも好評です。
「夕方に港で仕入れて翌朝に店
頭に並べるので、鮮度はバツグン。
30種類以上の魚が並ぶので、県内
でどんな魚が取れるか、見るのも
楽しいですよ。これからの季節は
おいしいタイやイカが入ってきま
す。お楽しみに」と秋田県漁業協
同組合の伊藤俊悦さん。今晩の食
卓に地元のピチピチの魚はいかが？

桜小学校２年２
組の安田莉乃さ
ん、深谷天馬く
ん

４月12日に桜児童センターの
開館式がありました。２年２
組はみんなで、喜びのことば
とダンスをしました。みんな
といっしょだったから、あん
まり緊張しなかったよ。放課
後、友だちや弟と遊びに来ま
す。仲良く使います！

仲良く遊びに来ます！

救急車到着まで手当
自宅近くから、大きな悲鳴。

かけつけると、道路から転落
した人が、冷えきった体で身
動きできずにいたので、救急
車が来るまで毛布を掛けて励
まし続けました。負傷したか
たが元気になったことを聞い
て、うれしく思います。

道路から転落し
た人を助け表彰
された本川浩さ
ん(飯島)

活き活き健康麻雀広場は、毎週火・木・
土、午前９時30分～午後４時30分に開催
しています。問い合わせは大町の「まあ
じゃんくらぶ・ひまわり」q(883)0606

秋田万歳の呼吸は難しい
親せきが舞っているのを見

て、興味を持ちました。烏
え

帽
ぼ

子
し

をかぶったり、扇子を振り
かざしたりして楽しく学ぶこ
とができました。舞いながら
歌うときの呼吸の取り方は難
しいですね。今度は鼓もたた
いてみたいです。

秋田万歳入門に
参加した堀井和
子さん、平川金
一さん

ウォーキングを習うのは今
日が初めてです。足腰を鍛え
て、骨粗鬆症の予防にもなる
から、健康第一がモットーの
私にとっていい運動です。こ
んなに気分爽快になれるから、
本格的にウォーキングを始め
てみようかな。

ウォーキング教
室に参加した安
岡志保子さん
(高陽青柳町)

ウォーキングで気分爽快！
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●居宅サービスを行う指定居宅支援事業者
(平成15年４月１日現在)

こ
の
四
月
か
ら
、「
支
援
費
制
度
」
と
い
う

新
し
い
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の

制
度
は
、
障
害
の
あ
る
か
た
が
、
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
事
業
者
や
施
設
を
自
分
で
自
由

に
選
び
、
契
約
を
結
ん
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
も
の
で
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
身
体
障
害
児
者
、
ま
た
は
知
的
障

害
児
者
で
す
。
た
だ
し
、
介
護
保
険
制
度
の

対
象
に
な
る
か
た
は
、
原
則
と
し
て
介
護
保

険
制
度
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

支
援
費
制
度
の
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
は
、

左
ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お
り
で
、
施
設
サ
ー
ビ

ス
と
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま

す
。
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
市
内
の
指
定
事

業
者
は
、
左
の
一
覧
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
日
常
生
活
用
具
の
給
付
な
ど
、
支

援
費
制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い
サ
ー
ビ
ス
は
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ま
ず
は
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
組
み

合
わ
せ
で
利
用
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
利
用
者
負
担
額
は
ど
の
く

ら
い
に
な
る
の
か
な
ど
の
情
報
を
集
め
た
り
、
市
の
窓
口
や
左

ペ
ー
ジ
の
問
い
合
わ
せ
先
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
す
る
か
た
は
、
市
に
申
請
書
を

提
出
し
ま
す
。
医
師
の
診
断
書
な
ど
が
必
要
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
申
請
は
、
ご
家
族
や
障
害
者
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
の
か
た
な
ど
、
代
理
の
か
た
で
も
可
能
で
す
。

市
は
、
障
害
の
あ
る
か
た
や
ご
家
族
か
ら
、
障
害
の
状
況
や
利

用
の
意
向
、
生
活
環
境
な
ど
を
お
聞
き
し
、
支
援
費
の
支
給
と

本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の
利
用
者
負
担
額
な
ど
を
決
定
し
ま

す
。
※
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
額
は
、
左
ペ
ー
ジ
の
表

を
参
照
。
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
額
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
か
ら
受
給
者
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
受
給
者
証
に
は
、

支
援
の
種
類
、
支
給
期
間
、
利
用
者
負
担
額
の
ほ
か
、
居

宅
サ
ー
ビ
ス
の
場
合
に
は
支
給
量
、
施

設
サ
ー
ビ
ス
の
場
合
に
は
障
害
程
度
区

分
な
ど
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
、
自
分
で
事

業
者
・
施
設
を
決
め
て
、
受
給
者
証

を
提
示
し
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
確
認

し
た
う
え
で
、
利
用
に
関
す
る
契
約

を
結
び
ま
す
。

事
業
者
・
施
設
は
、
提
供
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
支
援
費

を
市
に
請
求
し
ま
す
。
市
は
、
審
査
後
に
支
給
額
を
確
定
し
、

事
業
者
・
施
設
に
支
援
費
を
支
払
い
ま
す
。
事
業
者
・
施
設
は

利
用
者
に
そ
の
内
容
を
通
知
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
は
、
受
給
者
証
に
記
載
さ
れ
た
利
用
者
負

担
額
を
事
業
者
・
施
設
に
直
接
支
払
い
ま
す
。

情
報
収
集

相
談

支
援
費
の

支
給
申
請

不
審
査

支
給
決
定

受
給
者
証

の
交
付

利
用
の

申
し
込
み

と
契
約

利
用
者
負
担
額

の
支
払
い

サ
ー
ビ
ス
の
利
用

▼▼▼▼▼▼

支援費の受給者証
居住地や氏名などが変更になった
場合は、市に届出が必要です。

障
害
の
あ
る
か
た
の
た
め
の
新
し
い
制
度

●
支
援
費
制
度
の
対
象
施
設
と
事
業

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

施
設
入
所
な
ど
が
対
象

利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

自
分
で
選
択
し
ま
す

●居宅サービスの利用者負担額

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
流
れ

市障害福祉課(市役所福祉棟１階)
q(８６６)２０９３ ファクス(８６３)６３６２

●身体障害者関係
障害者生活支援センターほくと
コーディネーター・戸嶋　保泉
q(８７３)７８０４ ファクス(８７３)７８０５

●知的障害者・障害児関係
地域療育等支援事業(竹生寮内)
コーディネーター・斎藤　保坂
q(８３４)２５７７ ファクス(８３４)２２１９

問
い
合
わ
せ

支援費制度でサービスを利用するためには、市に支援費支
給の申請をして、支給決定を受ける必要があります。

●●障
害者●

●受給
者証

秋田市
山王●

丁目
●－●

支援　
一郎

秋田市

男

昭和●
年●月

●日

シエン
　イチ

ロウ

000000
0001

秋田市
山王１

丁目

１番１
号

平成15
年●月

●日

支
援
費
の

請
求
・
支
払
い

身体障害者の授産施設「秋田ワークセンター」で
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電話番号、お子さんとお母さんの
氏名(ふりがな)、お子さんの生年
月日を書いて、５月６日(火)(消印
有効)まで〒010-0974秋田市八橋
運動公園１-２ 中央公民館ひまわ
りキッズ係　q(824)5377

楽しいおしゃべりで、子育ての
ストレス解消！　参加無料です。
直接会場へどうぞ。
とき／５月６日(火)午前10時～
ところ／旭北児童館
●問い合わせ 旭北地区主任児童
委員の田中安さんq(864)7679、稲
岡万紀子さんq(862)7750

泉学区内にお住まいの３歳まで
のお子さんと保護者が対象です。
ふれあい遊びやミニ運動会、講話
など。申し込みは５月１日(木)から
10日(土)まで、泉児童センターにあ
る申込書で。年会費1,000円。
とき／５月20日(火)から来年３月ま
で火曜日に月１回、午前10時～11
時30分 ところ／泉児童センター
●問い合わせ 泉地区主任児童委
員の湯浅あやめさんq(863)6065
(午前中または夜間)

就園前のお子さんと保護者が対
象です。軽い運動や手遊びなどで
遊びましょう。無料。直接会場へ。
とき／５月13日(火)から毎月第２火
曜日、午前10時～11時30分
ところ／飯島南児童センター
●問い合わせ 飯島地区主任児童
委員の渡辺裕子さんq(845)4656、
椎川保子さんq(846)3590

下北手地区にお住まいの３歳未
満のお子さんとご家族が対象で
す。参加無料。直接会場へどうぞ。
とき／５月13日(火)午前10時～11
時30分　ところ／下北手児童セン

ターで。
●問い合わせ 下北手地区主任児
童委員の兒

こ

玉
だま

さんq(834)7347

就園前のお子さんと保護者が対
象です。参加無料。参加する日の
前日までに、お子さんと保護者の
氏名、お子さんの生年月日、住所、
電話番号をご連絡ください。５月
10日(土)午前10時30分～11時30分、
説明会と園案内があります。
とき／５月16日(金)から毎週金曜
日、午前10時30分～11時30分
ところ／けやき平幼稚園
●問い合わせ けやき平幼稚園

q(845)7985

国土交通省と自動車事故対策セ
ンターでは、14年度版「チャイル
ドシートアセスメント」を公表し
ました。市販のチャイルドシート
の安全性能試験の結果や使い方の
ポイントなどを掲載しています。
パンフレットの入手方法について
は、下記にお問い合わせください。
東北運輸支局自動車技術安全部

q022(299)8855
秋田運輸支局q(863)5811
自動車事故対策センター秋田支所

q(863)5875

就学前のお子さんとご家族に、
平日の午前９時～正午、下記の児
童館の遊戯室を開放しています。
毎月１回、子育て総合センターの
職員が巡回訪問し、踊りや体操、
子育て相談などを行います。

●問い合わせ 子育て総合センタ
ーq(863)9555

妊婦さんや生後28日以内の赤ち
ゃんのいるご家庭に助産師がうか
がい、ご相談に応じます。相談無
料です。お気軽にどうぞ。
●申し込み 妊婦さんは保健予防
課q(883)1174へ。出産されたかた
は、母子健康手帳の中の｢出生連
絡票｣を郵送してください。

２歳になった日から２歳２か月
になる前日までのお子さんを対象
に、市内の委託医療機関(母子手帳
別冊記載のJAビル１階の小澤歯科
医院と今村歯科医院を除く)で行っ
ています。個人通知はしませんの
で、母子健康手帳別冊をよく読ん
で受診してください。
●問い合わせ 保健所保健予防課

q(883)1172

保健師や栄養士が育児などの相
談に応じます。お気軽にご相談く
ださい。事前に電話での申し込み
が必要です。子育てについての電
話相談も随時行っています。
とき／５月19日(月)午前10時～午
後３時30分　ところ／市保健セン
ター
●申し込み 保健所保健予防課

q(883)1174

生後４か月～５か月のお子さん
をお持ちのかたが対象です。月齢
に合った離乳食の進め方や調理
法、試食など。受講無料。お子さ
んと一緒に直接会場へどうぞ。
とき／５月６日(火)午前10時～11
時30分(９時50分までにおいでく
ださい) ところ／市保健センター
用意する物／筆記用具、母子健康
手帳、おしぼり
●問い合わせ 保健所保健予防課
栄養指導担当q(883)1175

生後６か月までのお子さんをお
持ちのかたが対象です。子育てに
ついて、小児科医師のお話と公開
相談、情報交換など。先着30組。
とき／５月９日(金)午後１時20分
～３時　ところ／市保健センター
●申し込み ４月28日(月)から保
健所保健予防課q(883)1174

４月から診療科目が下記のよう
に変わりました。夜間の内科、休
日の外科の診療は３月末で終了し
ました。
■夜間(毎日)＝午後７時30分～10
時30分　小児科、耳鼻咽喉科
■休日(日曜日、祝日、12月31日
～１月３日)＝午前９時30分～午
後３時30分　小児科、内科
●問い合わせ 夜間休日応急診療
所q(832)3333 q(835)2222

就園前のお子さんが対象です。
みんなで楽しく遊びましょう。開
始30分前から、手作りおもちゃで
自由に遊べます。茨島体育館へ直
接どうぞ。参加無料。
キラキラクラス(０～１歳)
５月８日(木)午前10時～11時
ピカピカクラス(２歳以上)
５月22日(木)午前10時～11時

●問い合わせ 子育て総合センタ
ーq(863)9555

中央公民館管内にお住まいの１
歳半から４歳までのお子さんとお
母さんが対象です。子育てについ
ての学習やふれあい体操、ミニ運
動会など。参加無料です。
とき／５月20日(火)から来年２月
までの毎月第３火曜日に10回、午
前10時～正午　ところ／中央公民
館　定員／親子32組(抽選)
●申し込み 往復はがきに住所、

● 元気が大好き 育児コーナー

育 児
妊産婦・新生児訪問

下北手児童センター
明徳児童センター
高清水児童センター
広面児童館
外旭川児童センター

５月13日(火)
５月19日(月)
５月26日(月)
５月27日(火)
５月30日(金)

５月の巡回訪問 (午前10時～11時)

市保健所の育児相談

ほのぼの育児教室

初期離乳食教室

２歳児歯科健康診査 夜間休日応急診療所

パンダ広場で遊ぼう

ひまわりキッズ

チャイルドシートの情報です

児童館に遊びにおいでよ

けやきＫＩＤ’Ｓ

旭北キッズ

泉のすこやか学級

飯島南ちびっこ広場

とんとんクラブ

●子育て情報誌

北部地区のおでかけＭＡＰ、らくちん離乳食
など、春のおすすめ情報がいっぱい！　これを
参考にお子さんと楽しくおでかけしてみてはいかが？
１冊200円で、アトリオン６階プラツＬ、加賀谷書店、ブ

ックシティピア、陶彩サエラ、さとう書房で発売中です。

助産師のお話、保健サービスの紹
介、赤ちゃんのお風呂の入れ方など
の体験学習があります。定員36組
(申し込み多数の場合は抽選)。参加
無料。

と　き　５月24日(土)
午後１時～３時30分

ところ　市保健センター
(八橋南一丁目)

往復はがきで、５月７日(水)(必着)ま
で、〒010-0976秋田市八橋南一丁
目８ー３　秋田市保健所保健予防課
母子保健担当へ。往信用にはご夫婦
それぞれの氏名(ふりがな)、年齢、
住所、電話番号、現在の妊娠週数と
出産予定日を、返信用には住所、氏
名を書いてください。

申し込み

問い合わせ

保健所保健予防課q(883)1174

問い合わせ 秋田子育てを楽しむ本製作委員会の武田さんq(857)4420

妊娠５～９か月の妊婦さんと
ご主人が対象です

申し込み

▲
▲

▲
▲

４月から新たに、秋田市に住民票
があり妊娠しているかたを対象に、
妊婦歯科健康診査と妊婦感染症検査
(Ｃ型肝炎・エイズ・Ｔ細胞白血病の検
査)の受診票をさしあげます。

保健所保健予防課q(883)1174問い合わせ

受診票をお渡ししますので、母子
健康手帳を持って保健予防課へおい
でください。

母子健康手帳の交付時に、受診票
を一緒にお渡ししています。妊娠届
は、市保健所、市民課、土崎支所、
新屋支所で受け付けています。

●３月31日以前に妊娠届を出し
たかた

●４月１日以降に妊娠届を出した
かた、これから妊娠届を出すかた

妊婦さんに新サービス！

現在、妊娠していて

問い合わせ 市民課総務担当q(866)2072

■受付期間
５月１日(木)～30日(金)(土・日を除く)

■受付場所
市民課５番窓口(上記期間のみ午後７
時まで、通常は午後５時15分まで)
土崎支所・新屋支所(午後５時15分まで)
■手続きに必要なもの
㈰印鑑 ㈪申請者名義の金融機関の口座
番号(市内の本・支店のもの、郵便局は除く)

すでに児童手当を受けているかたから
は、６月中に現況届を提出していただき
ます。詳しくは、６月上旬に郵送で直接
お知らせします。また、平成14年６月以
降に会社を退職したりして厚生年金など
を脱退したかたは、至急ご連絡ください。

０人 309万円

１人　　　　 347万円　

２人　　　　 385万円

３人　　　　 423万円

４人　　　　 461万円

５人　　　　 499万円

●
国
民
年
金
の
加
入
者

●
年
金
に
加
入
し
て
い

な
い
か
た

扶養親族等の数　所得限度額

468万円

506万円　

544万円

582万円

620万円

658万円

●
厚
生
年
金
・
共
済
組

合
な
ど
の
加
入
者

所得限度額

※限度額には、社会保険料相当額(８万円)
を加算しています。また、申請者に医療
費控除などがあると、限度額が引き上げ
られる場合があります。

児童手当を
受けていますか？

現在、児童手当を受けていないか
た(以前に申請して所得制限で却下に
なったかたも含む)で、受給資格に該
当するかたは期間内に手続きをして
ください。

義務教育就学前の児童を養育して
いるかたに支給されます。ただし、
所得制限がありますので、下記の限
度額を確認してください。ご自分の
所得は、平成14年分源泉徴収票の
「給与所得控除後の金額」や「扶養人
数」、平成14年分の確定申告書など
を参考にしてください。公務員は勤
務先への申請となります。

●所得限度額

※申請は常時できますが、申請した翌月分か
らの支給となります。要件を満たしていて
も申請がなければ支給することができませ
んので、お早めに手続きしてください。

●申請の受け付け
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この中から３か所選んで申し込みを

●秋田テルサ●ザ・ブーン●セリオン●中央卸売市場●消防本部●仁井
田浄水場●豊岩浄水場●八橋下水道終末処理場●向浜し尿処理場●総合
環境センター(溶融炉・リサイクルプラザ)●市立体育館●八橋陸上競技場●
史跡秋田城跡●美術工芸短期大学●千秋公園●御所野総合公園●一つ森
公園●太平山リゾート公園●浜田森林総合公園(梅林園)●市保健所(市保健
センター・サンライフ秋田)●中央地区老人福祉総合エリア●市役所

※総合環境センターの見学は、溶融炉とリサイクルプラザのいずれかを記入
してください。両方希望の場合は両施設名を記入してください。

※このほかに見学したい市の施設があればご相談ください。

電話での申し込みは受け付けていません。
申し込み多数の場合は抽選となります。

その他

５月16日(金)まで、はがきに、㈰団体名㈪希望見学日(第２希
望まで)㈫人数(最大20人)㈬代表者名㈭連絡先の住所・電話番
号㈮見学先を３か所㈯集合場所を書いて、
〒010-8560 秋田市役所市民相談室q(866)2039
電子メール request@ma i l . c i t y . ak i ta .ak i ta . jp

申し込み

日　程 ５月27日(火)から７月30日(水)まで、毎週火・水・金曜日

町内会や婦人会など各種団体を対象に、
市の施設をご案内します。前期(５・６・７
月)と後期(９・10月)の年２回募集します。
今回は前期分です。

各種団体で

施設見学会へ

史跡秋田城跡・東門
とき：５月12日(月)午後６時～７時30分
ところ：文化会館 大ホール

入場無料。定員1,000人。お申し込みは５月２日(金)まで
電話かファクスで受け付けます。ファクスでお申し込み
の際は、住所、氏名、日中の連絡先を書いてください。

秋田公立美術工芸短大事務局
q(888)8100 ファクス(888)8101

申し込み

４/25(金) ４/29(火)

●健やかな発育のために
●太平山リゾート公園の

利用案内

●ドキュメンタリーの時代
～千秋美術館企画展

４/30(水) 5/6(火)
月～金　午前10時55分～

月～金　午後３時50分～
土 午後３時55分～

水 午後10時54分～　

テレビ
ガイド

●写真絵葉書による明治・大正・
昭和の秋田～赤れんが郷土館

●秋田藩文人資料展
～佐竹史料館企画展
●あきたノスタルジー

放送番組の詳しい日程は
広報課へどうぞq(866)2034 15

分 ●４/27(日) 7：30～ABS おはよう秋田市長です「今年度の施策と事業」出演：佐竹市長

美短市民講演会

あきた
エコふれんど

養成講座

消防と消防とここどもどものの集い集い

かわいいワンちゃんのために、親切な飼い主が見つ
かるといいですね。
市保健所では、飼い主紹介制度を昨年から実施して

います。引っ越しなどで飼えなくなる、生まれてきた
数が多すぎて飼いきれないなどの理由で飼い続けるこ
とができなくなる犬を、市保健所衛生検査課が窓口と
なり、新しく飼い主になりたい人へ紹介する制度です。

犬を新たに飼いたい人

問い合わせ 衛生検査課q(８８３)１１８２

犬を譲りたい人
★譲りたい犬がいる飼い主さんは、衛生検査課の窓口
で譲渡者紹介カードに登録します。
★登録には、譲りたい犬の写真１枚と印鑑が必要です。

※登録されている写真や利用上の注意は市保健所ホームペ
ージでもご覧いただけます。
http://www.city.akita.akita.jp/city/hl/default.htm

★衛生検査課の窓口にある譲渡者紹介カードで、希望
する犬を確認します。

★希望する犬の飼い主さんと直接連絡をとり、話し合
いのうえ譲ってもらってください。

★希望に合った犬がいない場合は、飼い主希望登録が
できます。登録しておけば、希望に合った犬がいた
場合、衛生検査課から連絡します。

かわいいワンちゃんのために

仁井田児童館創立25周年記念として仁井
田地区の歴史や伝統行事をかるたにして、
10月に販売予定です。１組1,500円。購入
を予約されるかたは、仁井田児童館運営委
員の榎恵美子さんq(839)3748

健康相談やブラボー中谷さんの特別講
演、看護学校進学のための進路相談など。
とき／５月10日(土)午前10時～午後４時
ところ／県総合保健センター、ぽぽろーど
●問い合わせ 県看護協会q(834)0172

在宅で身体障害のあるかたとその家族
を対象に、出張相談会を開きます。時間
はいずれも午前10時～正午。
東部公民館＝５月10日(土)
東地区コミュニティセンター＝５月24日(土)
北部公民館＝６月14日(土)
金足地域センター＝６月28日(土)
●問い合わせ 障害者生活支援センターほ
くとq(873)7804

会場はいずれも市保健センター。㈰は午
前９時30分～正午、㈪は午前10時～午後３
時。申し込みは保健予防課q(883)1175
㈰成人歯科相談 ５月19日(月)。歯科衛生
士が、歯周病、むし歯などから歯の健康を
守るための相談に応じます
㈪病態別食生活相談 ５月19日(月)。栄養
士が肥満、高血圧、糖尿病などのかたの食
事について相談に応じます

心身の健康についての相談に医師が応じ
ます。受け付けは毎週木曜日(祝日を除く)、
午後１時～３時。ご相談はq(865)1131・
q(865)1132(秋田市医師会館内)。

土地、建物、金銭
のもめごと、家庭内の問題(夫婦・親子関
係、扶養など)、交通事故の相談に応じま
す。直接会場へどうぞ。
とき／５月22日(木)午前10時～午後３時
ところ／秋田簡易裁判所
●問い合わせ 秋田調停協会q(824)3121
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５月５日(月) 午前９時30分～正午
八橋運動公園
はしご車、消防防災ヘリコプター、大型化

学車がやってくるぞ！　消防服での記念撮影
や消防体験など。会場内は混雑が予想されま
すので、車でのご来場はご遠慮ください。

地域での環境活動やこど
もエコクラブの活動などを
サポートしてみませんか。
16歳以上で、環境や自然に
興味のあるかたが対象です。
受講無料。定員30人程度。

郵便、ファクス、E-mailで氏名、住所、電話番号、生年月日、性
別を記入して環境企画課環境活動担当へお申し込みください。
〒011-0904秋田市寺内蛭根三丁目24-３
q(863)6632 ファクス(863)6630
E-mail ro-evrc@city.akia.akita.jp

申
し
込
み

問い合わせ

消防本部予防課
q(823)4247

講師　
建築家、東京大学教授
安藤忠雄 氏

演題　地域社会と教育
安藤忠雄氏

秋田駅駐車場が移転
秋田中央道路整備のため、３月20日から閉鎖中だ

った秋田駅駐車場が、４月27日(日)から上記の場所へ
移転し、営業を再開します。24時間利用できます。
ぜひご利用ください。

ＪＲ秋田支社総務部企画室q(832)3402

１時間300円、以後30分ごとに100円

秋田駅を利用されるかたは、30分以内の利用に限
り、駐車料金が無料になるチェッカー(精算機)を
ご利用ください。チェッカーは、秋田駅みどりの
窓口、秋田駅待合室、トピコインフォメーション
カウンターにあり、これに駐車券を差し込むと、
駐車30分以内であれば無料になります。

４月27日(日)から利用できます！

問い合わせ

４月１日、セリオンへの新しい連絡道路が開通
しました！　今まで、臨港道路からセリオンへ入
る道路は１本しかありませんでしたが、ベイパラ
ダイス前からセリオンへ通じる連絡道路が完成
し、とても便利になりました。行楽のシーズン到
来、みなさんもセリオンへ、レッツゴー！

秋田駅利用のかたは30分無料！

駐車場料金

AAB  おはよう秋田市から

ABS こんにちは秋田市から
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ィア養成講座係q(845)0031

コーディネーター検定(２級・３級)に
向けた講座。定員各50人。会場は秋
田商工会議所。受講料は２級20,000円、
３級18,000円(テキスト代別)。
２級 ５月10日(土)・11日(日)
３級 ５月24日(土)・25日(日)
●申し込み 申込書を請求のうえ２
級は５月１日(木)、３級は５月９日(金)
まで秋田商工会議所q(866)6674

｢自分を育てよう～幸せさがし～｣
をテーマに講話、移動学習など。定
員50人。年会費2,000円。
とき／５月12日(月)から12月８日(月)
までに８回、午前10時～正午　とこ
ろ／飯島南児童センター
●申し込み ５月７日(水)まで土崎公
民館q(846)1133

秋田大学工学資源学部では、一般
的教養から専門分野まで科学技術８
コースの通信教育講座を開設してい
ます。いつでも入学できます。
●問い合わせ 秋田大学工学資源学
部通信教育係q(889)2315

市内在住外国人のかたを対象に、
初級日本語を教えます。
とき／５月７日(水)から８月22日(水)ま
で週２回、初級１が毎週水・金曜日午
後６時30分～８時、初級２が毎週月・
木曜日午後１時30分～３時30分　とこ
ろ／県社会福祉会館　受講料／月
3,000円　教科書代／4,500円
●申し込み ＪＡＬＳＡ日本語教室
の古屋さんq(837)9542(FAX兼)

学生は除きます。先着15人。

とき／５月から来年３月までの毎月
第２・第３・第４土曜日、午後１時
30分～３時　ところ／県生涯学習セ
ンター　年会費／10,000円
●申し込み はがきに住所、氏名、
電話番号を書いて、〒010-0877秋田
市千秋矢留町10ｰ44 佐藤ミホ子さん
q(833)8328

とき／第１種は５月27日(火)、第２種
は５月28日(水)、午前９時30分～午後
４時50分　ところ／みずほ苑
受講料／10,540円
●申し込み ４月28日(月)から５月９
日(金)まで秋田県消防設備保守協会

q(835)5880

会場はいずれもみずほ苑。消防本
部予防課q(823)4247にある申請書に
記入のうえ、５月30日(金)まで、〒
150-0011 東京都渋谷区東二丁目24-2
（財）日本石油燃焼機器保守協会へお
申し込みください。
石油機器技術管理士講習・認定試験＝
６月９日(月)･10日(火) 石油機器技術管
理再講習＝６月11日(水)・12日(木)

飯島・土崎・将軍野中学校の吹奏
楽部と陸上自衛隊音楽隊が合同演奏。
入場無料ですが整理券が必要です。
整理券の申し込みは、土崎支所２階
の各種団体事務局q(845)2264へ。
とき／５月10日(土)午後零時30分～
と午後４時～の２回
ところ／セリオンプラザ

おおむね60歳以上のかたが対象。
■八橋老人いこいの家q(862)6025

５月14日(水)午前10時～正午。八橋周
辺歴史探訪。無料。申し込みは５月１
日(木)午前８時30分から。先着20人
■大森山老人と子どもの家q(828)1651
６月26日(木)午前９時～午後３時。
バス遠足。無料。申し込みは５月１
日(木)午前10時から。先着30人
※八橋・飯島老人いこいの家、大森
山老人と子どもの家は、ゴールデン
ウィークの４月29日(火)、５月３日
(土)・４日(日)・５日(月)は開館します。

土崎図書館に、絵本や紙芝居の読み
聞かせなどを行う、全国訪問おはなし
隊がやってきます。小学校低学年以下
が対象。定員50人。参加無料。
とき／５月11日(日)午前10時30分～11
時30分　ところ／土崎図書館
●申し込み ４月28日(月)午前９時
から土崎図書館q(845)0572

男鹿の景勝地を巡ります。抽選で
25人。昼食持参。参加料3,000円。
とき／５月23日(金)午前８時45分まで
に中通の東北森林管理局に集合　
●申し込み ５月７日(水)まで往復は
がきに住所、氏名(２人まで)、年齢、
電話番号を書いて、〒019-2601河辺
郡河辺町和田字和田156-3 秋田森林
管理署q(882)2311

東由利町の八塩山を清掃登山します。
とき／５月４日(日)午前６時、市役所
駐車場出発　会費／500円
●問い合わせ 秋田清掃登山連絡協
議会の大山さんq(868)3246

県内異業種のメンバー10社による
ベトナムからの共同輸入品を、土崎
のベイパラダイスで販売中！　ぜひ
おいでください。県中小企業団体中
央会q(863)8701

小学生の親子が対象。母の日のプレ
ゼントづくり。無料。定員15組。
とき／５月10日(土)、午前10時～正午
ところ／中央公民館　
●申し込み ４月28日(月)から中央公
民館q(824)5377

小学生以上の親子が対象です。
とき／５月10日(土)午前10時～正午
ところ／西部公民館　定員／10組
参加料／親子で600円
●申し込み ４月28日(月)午前９時か
ら西部公民館q(828)4217

上新城の大滝山自然公園に現地集合
してください。親子先着20組。無料。
とき／５月10日(土)午前９時～正午　
●申し込み ４月30日(水)午前８時30
分から北部公民館q(873)4839

千秋公園を学習の場として、築城
400年を迎える久保田城の全容を学び
ます。定員30人。資料代500円。
とき／５月９日(金)午後１時30分～３
時はジョイナス、16日(金)午後１時30
分～３時30分は千秋公園
●申し込み ４月28日(月)午前９時か
ら佐竹史料館q(832)7892

30歳代までのかたが対象。打楽器
リズムセッションなどの音楽体験で
心をリラックスしよう。受講無料。
とき／５月30日(金)から６月20日(金)
までの毎週金曜日に４回、午後７時
～午後８時30分　ところ／勤労青少
年ホーム　定員／先着15人

●申し込み ４月25日(金)午前９時か
ら勤労青少年ホームq(824)5378

人形にきらびやかな布を折り込ん
でいく木目込人形を作ります。
とき／５月15日(木)・17日(土)の２回、
午前10時～午後零時30分
ところ／秋田テルサ　定員／先着10
人　受講料／3,000円(材料費込)
●申し込み 秋田テルサ

q(826)1800

会場は秋田テルサ。時間は午前10
時～午後零時30分(①は午後６時30分
～)。受講料1,700円。各先着24人。
申し込みは、４月29日(火)午前10時か
ら秋田テルサq(826)1800
㈰簡単ピザ作り＝５月14日(水) ㈪旬
の山菜料理＝５月16日(金) ㈫少量で
栄養満点！おすすめゴマ料理＝５月
21日(水) ㈬中国風揚げ豆腐＆山椒味
の揚げ鶏＝５月23日(金) ㈭菜の花カ
スタードパン＆うぐいす豆パン＝５
月24日(土) ㈮中華料理シェフの担々
麺＆ギョウザ＝５月28日(水) ㈯巻き
寿司教室＝５月30日(金)

65歳以上のかたが対象。歩行者、
自転車、運転者のコース別に分かれ
て交通安全を学びます。受講無料。
とき／５月から来年１月までに３回
ところ／中央・東部・南部・西部公
民館 定員／各会場100人
●申し込み ５月10日(土)まで秋田警
察署交通課q(835)1111

60歳以上のかたを対象に、八橋の
市老人福祉センターで開きます。受
講無料(材料費は自己負担)。
陶芸教室＝５月20日(火)から11月４日
(火)までの第１・第３火曜日に12回、
午後２時～４時。抽選で20人

ペン習字教室＝ボールペンや筆ペン
などを使い美しい文字を書く練習。
５月21日(水)から11月５日(水)までの
第１・第３水曜日に12回、午前10時
～正午。抽選で30人
実用書道教室＝冠婚葬祭の表書きな
ど、日常生活に役立つ書道の練習。
５月24日(土)から11月22日(土)までの
第２・第４土曜日に12回、午前10時
～正午。抽選で30人
薬草教室＝身近にある薬草の利用方
法を学習。５月28日(水)から７月９日
(水)までの第２・第４水曜日に４回、
午後１時30分～午後３時30分。抽選
で20人
生き活き健康講座＝健康ワンポイン
トアドバイス、薬の知識あれこれ。
６月５日(木)から７月17日(木)までの
第１・第３木曜日に４回、午後１時
30分～３時。抽選で20人
●申し込み ４月30日(水)まで秋田市
社会福祉協議会q(862)7445(午前10
時～午後３時)

土崎公民館管内の60歳以上のかた
が対象。開校式は土崎公民館で開催。
とき／５月30日(金)から来年３月まで
に11回、午後１時30分～　ところ／
土崎公民館、将軍野・寺内・外旭川
の各コミセン　運営費／2,000円
●申し込み ５月20日(火)まで土崎公
民館q(846)1133

６月から来年３月までに30回。会
場は県点字図書館。選考で各15人。
点訳講座＝点字図書制作の基礎。毎
週木曜日、午前10時～正午
音訳講座＝録音図書制作の基礎。毎
週水曜日、午前10時～正午
●申し込み ５月８日(木)(必着)まで、
往復はがきに受講したい講座・郵便
番号・住所・氏名・電話番号を書い
て、〒011-0943 秋田市土崎港南
三丁目2-58 県点字図書館ボランテ
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講座

●交通事故
●法　律(市民相談室)

(新 屋 支所)
●登　記
●人権・困りごと
●各種年金・社会保険など
●遺　言
●税　務

５月21日(水)午前９時～午後３時
５月15日(木)午前９時～正午
５月８日(木)午前９時～正午
５月13日(火)午後２時～４時
５月８日(木)・22日(木)午後１時～４時
５月９日(金)午後１時～４時
５月20日(火)午前９時～正午
５月20日(火)午後１時～４時

５
月
の
無
料
相
談

む
り
ょ
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だ
ん

相談場所は市役所１階の市民相談
室。法律相談は新屋支所でも。法律
相談の電話予約は４月30日(水)午前８
時30分から、各会場で受け付けます
(先着８人)。その他の相談は当日受
け付けし、順番は抽選で決めます。

●問い合わせ
市民相談室q(866)2039
新 屋支所q(888)8080
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●｢広報あきた｣は100％再生紙を使用しています。

秋田高等女学校運動会　徒競争(大正15年)

広報クイズ●広報クイズは、毎月第
４金曜日号に掲載してい
ます。気ままなひとこと
をそえて、どしどしご応
募ください。

●３月のクイズの当選者は
15面に掲載しています。

河辺町、雄和町との合併に関する準備を行う○○○
○局を４月から新設しました。

４月から、障害のあるかたの福祉サービスの利
用に○○○制度がスタートしました。

はがきに答えと住所、氏名
(ふりがな）、年齢、電話番号
を書いて、５月９日(金)(必
着)まで、〒010－8560秋田
市役所広報課へ。

q(866)2034

１

２
応募方法

※答えは４月11日、25日号の｢広報あきた｣の記事中に！
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広小路通り(昭和初期)鳥人スミス、八橋で妙技飛行(大正７年)

秋田停車場(明治38年の秋田駅)

鷹匠町一本松(大正時代)

公会堂前での秋田名物竿燈(明治時代)
公会堂は現在の県民会館の地にありました

問い合わせ 赤れんが郷土館q(864)6851

赤れんが郷土館で
６月22日(日)まで開催中！

赤れんが郷土館所蔵の写真絵葉書
約110点により、明治から昭和にかけ
ての秋田の風景を紹介します。

明
治
・
大
正
・
昭
和
の

秋
田
展

写
真
絵
葉
書
に
よ
る

観覧料　一般200円 中学生以下無料

午前９時30分～午後４時30分


